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目 次 に 代 え て
京 大 確 松 原 武 生
この報告書は総合研究 (A) ｢電子論を展礎 とする凝縮系種 々相の総合的研究｣の班活動の一 つ
として開かれたシンポジウムにおいてなされた講演の要旨をまとめたものであ る.i,
この シンポジウムは昭和58年3月 /占日より3月 /9日までの半日間にわたって､京郡市.左京
区修学院の関西セ ミナー ･ハウスにおいて開催された｡ 研究班の分担者および3名の招待講演者
による /7篭の レビュー講演が充分な時間をかけて発表 され､活発な討論 もあって､なかなかの盛会
であった｡ 参加者は連 日平均30名 を数えたが､参加できなかった人 々に も折角の講演の内容を
知って頂 こうと､この報告書の形にまとめて公表することに した｡







4 転位空間の問題に現われる Aharonov･Bohm問題 とその拡張
5 フラス トレーションのある磁椎体の相転移の炎鹸
6 7ラス トレーシ 3ンを含む スピン系の計Ti-機実験
7 固体 3Heの 反強磁性の U U I)D状態の磁性理論
8 遍歴磯子強磁性の.最近の話題





14 グラフ 丁イ ト層間化合物のバ ン ド理論 と物性
15 述移金屑化合物における馬子一格子相互作用 と構造相転移
16 界面キンク等の運動 と相転移の kinetic8
17 水素話合型誘電体の構造相転移 と同位元東効果
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